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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 7,081 △28.7 220 △84.4 214 △84.7 243 △69.6
22年3月期第2四半期 9,926 23.6 1,413 466.2 1,397 514.0 802 772.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 11.84 ―
22年3月期第2四半期 39.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 17,991 5,885 32.7 285.99
22年3月期 18,313 5,857 32.0 284.63

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  5,885百万円 22年3月期  5,857百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 8.00 8.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想） ― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,150 △15.3 835 △62.7 825 △62.9 480 △62.7 23.32



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対するレビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について
は、四半期決算短信(添付資料)３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 20,600,000株 22年3月期  20,600,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  19,593株 22年3月期  19,517株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 20,580,445株 22年3月期2Q 20,580,535株
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１．当四半期の連結業績に関する定性的情報 

 

 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の自動車・家電購入支援策による消費の底上げ効果

や、輸出の増加によりプラス成長の動きが見られたものの、デフレ基調が継続する中で雇用や個人消費が伸び

悩み、合わせて７月からの急速な円高によって設備投資の停滞感も強まり、総じて低調に推移しました。 

 このような事業環境の下、当社グループの当第２四半期連結累計期間における受注高は 8,777百万円と前年

同四半期に比べ 181百万円の減少（△ 2.0％）、売上高は 7,081百万円と前年同四半期に比べ 2,844百万円の

減少（△28.7％）となりました。 

 一方、損益面につきましては、営業利益は 220百万円と前年同四半期に比べ 1,193百万円の減少（△

84.4％）、経常利益は 214百万円と前年同四半期に比べ 1,183百万円の減少（△84.7％）となりました。また、

特別利益として貸倒引当金戻入額 281百万円を計上した結果、四半期純利益 243百万円と前年同四半期に比べ 

559百万円の減少（△69.6％）となりました。 

 

 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

 

① エンジニアリング事業 

 エンジニアリング事業については、受注高 3,460百万円、売上高 3,684百万円となり、営業利益 426百万

円となりました。 

 

② 化工機事業 

 化工機事業については、受注高 2,795百万円、売上高 2,608百万円となり、営業利益30百万円となりまし

た。 

 

③ エネルギー・環境事業 

 エネルギー・環境事業につきましては、受注高 2,520百万円、売上高 789百万円となり、営業損失 237百

万円となりました。 

 

 

 なお、当社グループは、通常の営業形態として、年度末に完成する工事の割合が大きいため、各四半期の生

産、受注及び販売の状況の間に著しい相違があり、四半期毎の業績に季節的変動があります。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

 

① 財政状態の分析 

（資 産） 

 流動資産は11,518百万円と前連結会計年度末に比べ 229百万円の微減(△ 2.0％)となりました 

固定資産は 6,473百万円と前連結会計年度末に比べ92百万円の微減(△ 1.4％)となりました。 

この結果総資産は17,991百万円と前連結会計年度末に比べ 321百万円の微減(△ 1.8％)となりました。 

（負 債） 

 流動負債は 8,679百万円と前連結会計年度末に比べ 645百万円の微減(△ 6.9％)となりました。 

 固定負債は 3,425百万円と前連結会計年度末に比べ 295百万円の微増(＋ 9.5％)となりました。 

 この結果負債合計は12,105百万円と前連結会計年度末に比べ 349百万円の微減(△ 2.8％)となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は 5,885百万円と前連結会計年度末に比べ 28百万円の微増(＋0.5％)となりました。 

 この結果当第２四半期末の自己資本比率は32.7％となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により56

百万円増加、投資活動により55百万円減少、財務活動により 149百万円減少したことにより、前連結会計年

度末に比べ 148百万円減少(前年同四半期末比 303百万円増加)し、当第２四半期連結累計期間末には 648百

万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動により資金は56百万円増加し、前年同四半期に比べ 357百

万円流入に転じました。主な要因は前受金及び仕入債務が減少から増加に転じたことであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動により資金は55百万円減少し、前年同四半期に比べ 314百

万円流出が小さくなりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出が減少したことであります。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動により資金は 149百万円減少し、前年同四半期に比べ73百

万円流出が小さくなりました。主な要因は、長期借入れによる収入の減少額に比して、短期借入金の返済

支出の減少額が小さかったことであります。 

 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成22年５月14日に公表致しました連結業績予想から修正は行っておりません。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

<<簡便な会計処理>> 

① 棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等の著しい変化がなく、

かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

③ 工事原価総額の見積方法 

 工事原価総額の見積りに当たり、当第２四半期連結会計期間末における工事原価総額が、前連結会計年

度末に見積った工事原価総額から著しく変動しているものと認められる工事契約を除き、前連結会計年度

末に見積った工事原価総額を、当第２四半期連結会計期間末における工事原価総額の見積額とする方法に

よっております。 

<<特有の会計処理>> 

・税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

 

(3)会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

<<会計基準等の改正に伴う変更>> 

・ 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３

月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月

31日)を適用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益に与える影響はありませんが、税金等調整前四半期純利益は、51百万

円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は51百万円であります。 

・ 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則

等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結累計

期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

 



3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 648 797

受取手形及び売掛金 7,186 8,598

仕掛品 2,289 1,511

原材料及び貯蔵品 18 20

繰延税金資産 387 387

その他 991 716

貸倒引当金 △4 △284

流動資産合計 11,518 11,747

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,395 1,442

機械装置及び運搬具（純額） 81 97

工具、器具及び備品（純額） 54 63

土地 3,674 3,674

リース資産（純額） 83 40

建設仮勘定 0 －

有形固定資産合計 5,288 5,318

無形固定資産 227 242

投資その他の資産   

投資有価証券 487 570

繰延税金資産 403 368

その他 73 84

貸倒引当金 △6 △18

投資その他の資産合計 956 1,004

固定資産合計 6,473 6,565

資産合計 17,991 18,313
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（単位：百万円）

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,560 4,260

短期借入金 2,122 2,224

リース債務 63 50

未払法人税等 212 857

前受金 952 642

賞与引当金 321 324

役員賞与引当金 － 30

工事損失引当金 68 67

完成工事補償引当金 83 90

その他 294 776

流動負債合計 8,679 9,325

固定負債   

長期借入金 867 721

リース債務 161 135

退職給付引当金 961 861

役員退職慰労引当金 98 126

資産除去債務 51 －

再評価に係る繰延税金負債 1,284 1,284

固定負債合計 3,425 3,130

負債合計 12,105 12,455

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,030 1,030

資本剰余金 103 103

利益剰余金 2,895 2,816

自己株式 △5 △5

株主資本合計 4,022 3,943

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △32 18

土地再評価差額金 1,895 1,895

評価・換算差額等合計 1,862 1,913

純資産合計 5,885 5,857

負債純資産合計 17,991 18,313
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 9,926 7,081

売上原価 7,501 5,912

売上総利益 2,424 1,169

販売費及び一般管理費 1,010 949

営業利益 1,413 220

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 6 13

受取賃貸料 5 5

その他 4 6

営業外収益合計 17 25

営業外費用   

支払利息 16 14

手形売却損 0 3

固定資産除却損 8 7

その他 8 6

営業外費用合計 33 31

経常利益 1,397 214

特別利益   

貸倒引当金戻入額 4 281

特別利益合計 4 281

特別損失   

ゴルフ会員権評価損 3 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 51

その他 5 －

特別損失合計 8 51

税金等調整前四半期純利益 1,393 444

法人税等 590 200

少数株主損益調整前四半期純利益 － 243

四半期純利益 802 243
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,393 444

減価償却費 115 110

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 51

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △291

賞与引当金の増減額（△は減少） 92 △2

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △30

工事損失引当金の増減額（△は減少） △19 0

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1 △7

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9 100

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △72 △27

受取利息及び受取配当金 △6 △13

支払利息 16 14

為替差損益（△は益） △0 －

固定資産除却損 － 7

ゴルフ会員権評価損 3 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,736 1,411

たな卸資産の増減額（△は増加） △187 △775

その他の資産の増減額（△は増加） △518 △224

仕入債務の増減額（△は減少） △1,027 300

前受金の増減額（△は減少） △1,424 309

その他の負債の増減額（△は減少） △63 △473

その他 4 －

小計 27 904

利息及び配当金の受取額 6 13

利息の支払額 △17 △15

法人税等の支払額 △318 △846

営業活動によるキャッシュ・フロー △301 56

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △365 △59

無形固定資産の取得による支出 △4 △2

投資有価証券の取得による支出 △9 △1

貸付けによる支出 △5 △7

貸付金の回収による収入 － 0

その他の収入 13 16

投資活動によるキャッシュ・フロー △369 △55
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,025 △130

長期借入金の返済による支出 △295 △226

長期借入れによる収入 1,200 400

リース債務の返済による支出 － △28

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △102 △164

財務活動によるキャッシュ・フロー △223 △149

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △893 △148

現金及び現金同等物の期首残高 1,239 797

現金及び現金同等物の四半期末残高 345 648
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日  至 平成22年９月30日） 

   該当事項はありません 

 

 

(5) セグメント情報等 

 【事業の種類別セグメント情報】 

  前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
化学機械装置
関連事業 
(百万円) 

原子力機器 
関連事業 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高  

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 

9,004 922 9,926 ― 9,926

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

― ― ― ― ―

計 9,004 922 9,926 ― 9,926

営業利益又は営業損失(△) 1,575 △161 1,413 ― 1,413

(注)１．事業区分は製品種類別によっております。 

  ２．各事業の主な製品 

   (1) 化学機械装置関連事業 

     各種蒸発装置・各種晶析装置・洗浄装置・攪拌機・圧力容器タンク等の製作・据付・各種ステンレ

ス・鉄・樹脂の配管工事等 

   (2) 原子力機器関連事業 

     核燃料輸送容器及び格納装置、燃料再処理関連機器、放射線遮蔽設備、放射性廃棄物処理装置等 

 

 【所在地別セグメント情報】 

  前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 

 

 【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) １，３３１ １，３３１

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ９，９２６

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％) 

１３．４ １３．４

(注)１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

  ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   ・アジア……中国、韓国、台湾、タイ、インドネシア 

  ３．海外売上高は、当社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
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 【セグメント情報】 

(追加情報) 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日)を適用しております。 

 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて国内及び海

外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社は事業部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「エンジニアリング

事業」、「化工機事業」及び「エネルギー・環境事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「エンジニアリング事業」は、各種蒸発装置、各種晶析装置、洗浄装置、攪拌機、圧力容器タンク、各種ス

テンレス・鉄・樹脂の配管工事等の設計、製作、加工並びに販売を行っております。 

 「化工機事業」は、各種プラント設備の設計、機器製作、既設撤去、据付、配管、塗装、保温、試運転調整

及びメンテナンス工事等の管理、請負施工を行っております。 

 「エネルギー・環境事業」は、核燃料輸送容器及び格納装置、核燃料濃縮関連機器、放射性廃棄物処理装置、

放射線遮蔽設備及び各種実験設備等の設計、製作、加工並びに販売と、これら各種製品の設置並びに付帯工事

を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)   (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

エンジニア 
リング事業 

化工機事業
エネルギー
・環境事業

計 

売上高    

 外部顧客への売上高 3,684 2,608 789 7,081 ― 7,081 ― 7,081

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高 

10 356 ― 367 ― 367 △367 ―

計 3,694 2,964 789 7,449 ― 7,449 △367 7,081

セグメント利益又は 
セグメント損失(△) 

426 30 △237 220 ― 220 ― 220

(注)１．調整額はセグメント間の内部売上高消去額であります。 

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日  至 平成22年９月30日） 

 該当事項はありません 
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４．補足情報
（受注、売上及び受注残の状況）

期　別

セグメント 品種別 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

（受注高）
化学機械 4,186 2,525 5,564
鉛製品 27 22 54
鉄工事 177 899 1,187
その他 41 12 45

計 4,433 49.5 3,460 39.4 6,852 46.9
化学機械 218 82 398
鉄工事 2,243 2,505 4,239
樹脂 35 95 62
その他 87 111 230

計 2,585 28.8 2,795 31.9 4,930 33.7
エネルギ
ー・環境
事業

原子力 1,940 21.7 2,520 28.7 2,833 19.4

合　計 合　計 8,958 100.0 8,777 100.0 14,616 100.0

（売上高）
化学機械 4,373 2,723 8,268
鉛製品 26 26 50
鉄工事 2,121 923 4,029
その他 46 10 140

計 6,568 66.2 3,684 52.0 12,488 58.3
化学機械 608 262 891
鉄工事 1,750 2,082 4,392
樹脂 12 84 60
その他 63 179 140

計 2,435 24.5 2,608 36.8 5,484 25.6
エネルギ
ー・環境
事業

原子力 922 9.3 789 11.2 3,447 16.1

合　計 合　計 9,926 100.0 7,081 100.0 21,420 100.0

（受注残高）
化学機械 7,035 4,319 4,518
鉛製品 9 8 12
鉄工事 1,757 836 859
その他 92 5 2

計 8,894 46.4 5,169 34.4 5,393 40.4
化学機械 315 32 212
鉄工事 1,387 1,164 741
樹脂 29 20 8
その他 24 22 89

計 1,756 9.2 1,240 8.3 1,053 7.9
エネルギ
ー・環境
事業

原子力 8,520 44.4 8,620 57.3 6,888 51.7

合　計 合　計 19,171 100.0 15,030 100.0 13,335 100.0

(注)　輸出状況 (前第２四半期連結累計期間) (当第２四半期連結累計期間) 　　　(前連結会計年度)
　輸出関係売上高(円、％) 1,331 13.4 271 3.8 1,351 6.3
　　エンジニアリング事業 1,331 13.4 224 3.2 1,351 6.3
　　エネルギー・環境事業 ― ― 47 0.6 ― ― 

※　当期より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」を適用し、表示区分を変更しております。
　なお、前期との比較のため、当期はセグメント別表示に品種別表示を内訳表示しております。

化工機
事業

エンジニ
アリング
事業

エンジニ
アリング
事業

エンジニ
アリング
事業

化工機
事業

化工機
事業

前連結会計年度
自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

 前第２四半期連結累計期間  当第２四半期連結累計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日
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